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まとめの月「弥生」 

 ２月も下旬となり、日差しからは春の訪れが感じられるようになりました。久しぶりの降雨に安

堵しながら、本格的な春を待ち遠しく感じているところです。そして、今の学年のまとめとなる３

月を迎えます。現在、それぞれの学年では、学習のまとめや進級・進学の準備を進めています。同

時に、３月 18 日の卒業証書授与式の準備が本格化します。リーダーとして活躍した６年生を、温

かく送り出す式にしたいと考えています。 

さて、２月はミラノ・コルティナ冬季五輪の話題に注目されたことでしょう。選手の活躍で、メ

ダル獲得数は過去最大だったことも大きく取り上げられました。どの場面が印象に残っておられる

でしょうか。 

選手は競技ごとに技を磨き、高い目標を設定して厳しい練習を重ねてきたことでしょう。結果に

は、満足も不満足もあるでしょうが、努力と結果を重ね合わせて涙する選手の姿は、実に感動を誘

いました。一方で、言葉として必ず出てくるのは、サポートしてくださった指導者やスタッフ、そ

して家族の方等への「感謝の言葉」でした。 

子どもたちにも、日々の学校生活の中で、目標をもつことの大切さを伝え続けています。そして、

学年のまとめを迎えたこの時期だからこそ、目標に照らし合わせた「ふり返り」を重視し

たいと考えています。同時に、家族や友達、お世話になった先生に感謝の気持ち

が伝わるまとめの月「弥生」になることを願っています。 

学習面、生活面や身体面等、一人ひとりが確実に成長した１年間です。ご家庭

でも、そのことを話題にしていただきながら、自信の高まりにつながるよう言葉

掛けをお願いします。 

「わくわく」がいっぱい！！ 

～ご寄贈に感謝申し上げます～ 
学校運営協議会委員 高橋正徳様からの、図書館整備に向けた過

分なご寄付により、本年度も多くの書籍を購入させていただきまし

た。これまでも紹介してまいりましたが、度重なるご支援により、

幅広く教育活動へのお力添えをいただいています。先日は、図書委

員会の児童から感謝の気持ちをお伝えしたところです。 

子どもたちの関心の高い書籍等を購入させていただいたことで、

読書に親しむ意識がさらに高まります。本年度 4月に読書活動実践校として文部科学大臣賞を受

賞できたことも、このようなお支えがあってのことだと強く感じています。 

意は尽くせませんが、この場を借りて心から感謝申し上げます。 

http://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/marifu-e/ 

麻里布小だより 

～日米交流合同コンサート～ 

金管バンドは、２月 21 日に

シンフォニア岩国で開催された

日米交流合同コンサートに出

演しました。 

練習を頑張りぬいた子どもた

ちは、力強く美しく感動的なハ

ーモニーを奏で、会場から盛大

な拍手をいただきました。 

～避難訓練コンサート 

 ４年生は、2月 25日に市民

文化会館で行われた避難訓練

に参加しました。コンサート

中に、地震が発生したという

想定での訓練でした。初めて

の体験で、緊張感も漂いまし

たが、貴重な学びとなりまし

た。 

～昔の麻里布地区は？～ 

３年生は、２月４日に５名の

地域の皆様を講師にお迎えし

て、昔の麻里布地区の様子や暮

らしについてお話を聞かせてい

ただきました。大きく変わった

景色や暮らしの移り変わりに驚

いていました。講師の皆様に、

心から感謝申し上げます。 


